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令和５年３月２０日 

校長 紙井かおる 

 

6年生を送る会 

2/24（金）小学校体育館において、「6 年生を送る会」がありました。5 年

生が司会、進行を務めました。各学年で、ありがとうの気持ちが伝わるように

工夫した内容が発表されました。1 年生はにゃんこスターのダンスを、2 年生

は「6 年生ありがとう〇×クイズ」、インタビューと歌を、3 年生は「ジャン

ボリ 6 年」と題してダンスを、4 年生は 6 年生にアンケートをした結果をラ

ンキング形式で発表しました。5 年生はニュース番組風に各学年を取材した様

子を披露しました。6 年生からは「Happiness」の歌のプレゼントがあり、全校児童で楽しいひと時を過ごしまし

た。行事等のいろいろな場面で下級生をリードくれた 6 年生です。中学生になっても、たくさん活躍してほしいで

すね。6 年生に向けての発表でしたが、それぞれの学年の成長も感じることができました。次の学年の扉が見えて

きました。春には Step up です！！ 

ありがとう！お世話になっています！ 

学校ではいろいろな人が働いていて、様々な場面でお世話になっています。そんな人たちに向けて、感謝の気持

ちをカードに書きました。 

●バスの運転手さんへ   

・いつも行き帰りのバスの運転をしてくれてありがとうございます。あと少し

の間ですが、よろしくお願いします。（6 年女子） 

・いつも行き帰りのバスの運転ありがとうございます。ぼくもそのすがたにあ

こがれています。（3 年男子） 

●校務員さんへ 

・いつも学校をピカピカにしてくださってありがとうございます。おかげでいつも心もキレイになります。 

（5 年女子） 

・いつもトイレのそうじ、ありがとうございます。校務員さんのおかげで学校がきれいです。（3 年男子） 

●ジェームズ先生へ 

・いつも英語を教えていただきありがとうございます。これからも健康に気をつけてください。（4 年男子） 

●給食の先生へ 

・毎日みんなのために給食を作ってくださってありがとうございます。毎日とてもおいしいです。（6 年女子） 

・いつもきゅうしょく作ってくれてありがとうございます。おいしいです。（2 年女子） 

●担任の先生へ 

・ぼくらは先生がいるだけでいろんなことが分かります。ありがとうございます。（3 年男子） 

●司書の先生へ 

 ・いつも本をかしてくれてありがとう。かるたもいっぱいやろうね。（1 年女子） 

橋立小の活躍 

★全日本少年少女空手道選抜大会 出場  見付 翼（4 年） 

★加賀ライオンズ スポーツ賞  堀口 獅恩（6 年） 



卒業制作として 

 図工の時間に 6 年生

は卒業記念として時計

がついた置物を製作し

ました。好きなキャラク

ターなど彫刻刀を使っ

て浮き出たようにデザ

インしました。 

卒業証書授与式 18名の巣立ち 

 3/17（金）18 名の卒業生が卒業証書を手にしまし

た。6 年間という月日は長いようであっという間だっ

たと感じているかもしれませんね。小さな背中に大き

なランドセルを背負っていた 1 年生の頃からすると、

ずいぶんと大きく成長しました。お子さんの姿を見な

がら、いろいろな場面を思い起こされていた保護者の

方も多かったことでしょう。ご卒業、おめでとうござ

います！！中学校という新たなステージでの活躍を

期待しています。 

お知らせ 

「加賀っ子応援でんき」に伴う寄付金として株式会社

マルヰ様から 4,800 円の寄付がありました。加入さ

れているご地域の皆様、ありがとうございます。子ど

も達の学習活動の支援に使わせていただきます。 

卒業生の歌「桜ノ雨」 

それぞれの場所へ旅立っても 友達だ聞くまでもないじゃん 

十人十色に輝いた 日々が胸はれと背中押す 

土埃上げ競った校庭 窮屈で着くずした制服 

机の上に書いた落書き どれもこれも僕らの証し 

白紙の答辞には伝え切れない思い出の数だけ涙が滲む 

幼くて傷付けもした 僕らは少し位大人になれたのかな 

  教室の窓から桜ノ雨 

  ふわりてのひら 心に寄せた 

  みんな集めて出来た花束を 

  空に放とう忘れないで 

  今はまだ… 小さな花弁だとしても 

  僕らは一人じゃない 

 

下駄箱で見つけた恋の実 廊下で零した不平不満 

屋上で手繰り描いた未来図 どれもこれも僕らの証し 

卒業証書には書いてないけど 人を信じ人を愛して学んだ 

泣き 笑い 喜び 怒り 

僕らみたいに 青く青く晴れ渡る空 

  教室の窓から桜ノ虹 

  ゆめのひとひら胸奮わせた 

  出逢いの為の別れと信じて手を振り返そう 

  忘れないで 

  いつかまた…大きな花弁を咲かせ 

  僕らはここで逢おう 

幾千の学舎の中で 僕らが巡り逢えた奇蹟 

幾つ歳をとっても変わらないで 

その優しい笑顔 

  教室の窓から桜の雨 

  ふわりてのひら心に寄せた 

  みんな集めて出来た花束を 

  空に放とう忘れないで 

  今はまだ… 

  小さな花弁だとしても 僕らは一人じゃない 

  いつかまた… 大きな花弁を咲かせ 

僕らはここで逢おう 


